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第
３
回
定
例
会
の
経
過

９
月
１
日
（
火
）

　

本
会
議

　

・
開
会

　

・
会
期
の
決
定 

・
諸
般
の
報
告

　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、
質
疑
、

討
論
、
採
決

３
日
（
木
）

　

本
会
議

　

・
一
般
質
問 （
３
議
員
）

４
日
（
金
）

　

本
会
議

　

・
一
般
質
問 （
３
議
員
）

７
日
（
月
）

　

本
会
議

　

・
一
般
質
問 （
３
議
員
）

８
日
（
火
）

　

本
会
議

　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、
質
疑
、

討
論
、
採
決

９
日
（
水
）

　

本
会
議

　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、
議
案

に
対
す
る
質
疑

　

・ 

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
、

付
託
、
委
員
の
選
任

18
日
（
火
）

　

本
会
議

　

・ 

常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長

報
告
に
対
す
る
質
疑
、
採
決

　

・
議
案

　

・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　

・
議
員
の
派
遣

　

・
閉
会■

提
出
議
案
■

報 

告
第
13
号

　専
決
処
分
の
報
告

　

平
成
27
年
第
３
回
行
方
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
平
成
26
年
度
決
算
認
定
９
件
の
ほ
か
、
専
決
処
分
の
報
告
や
条
例
改
正
案
、
補
正
予

算
な
ど
15
件
が
市
長
か
ら
、
ま
た
、
会
議
規
則
の
一
部
改
正
案
、
意
見
書
案
３
件
が
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
案
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
い
ず
れ
も
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計の決算状況

自
主
財
源

市税 36 億 9,729 万円
繰越金 8億 3,290 万円
繰入金 8億 1,094 万円
諸収入 4億 2,169 万円
分担金及び負担金 1億 5,104 万円
使用料及び手数料 1億 4,305 万円
財産収入 5,573 万円
寄附金 2,606 万円

平成26年度決算を徹底審査
９月定例会

依
存
財
源

地方交付税 63 億 1,864 万円
国庫支出金 21 億 3,774 万円
市債 18 億 5,310 万円
県支出金 12 億 428 万円
地方消費税交付金 3億 8,689 万円
地方譲与税 2億 5,750 万円
ゴルフ場利用税交付金など 2 億 3,623 万円

※�金額は、１万円未満を四捨五入しているため、端数
の関係で円グラフ中央の合計額とは一致しません。

177億2,697万
7,478円

（前年度比7.5％減）

185億3,307万
1,821円

（前年度比7.3％減）

総務費
13.5％

民生費
25.7％

衛生費
6.3％

農林水産業費　4.9％
商工費　2.1％

議会費　0.9％

公債費
10.3％

教育費
17.1％

土木費
13.9％

消防費
4.7％

災害復旧費　0.6％

市税
19.9％

繰越金　4.5％

繰入金　4.4％

諸収入　2.3％

分担金及び負担金
0.8％

使用料及び手数料
0.8％

財産収入　0.3％
寄附金　0.1％

地方交付税
34.1％

国庫支出金
11.5％

市債
10.0％

県支出金
6.5％

ゴルフ場利用税交付金など　1.3％地方譲与税　1.4％
地方消費税交付金　2.1％
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に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
、和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）

報 

告
第
14
号　

平
成
26
年
度
行
方

市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

報 

告
第
15
号　
平
成
26
年
度
行
方
市

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

諮 

問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

諮 

問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

議 

案
第
47
号　

行
方
市
い
じ
め
問

題
再
調
査
委
員
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議 

案
第
48
号　

行
方
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議 

案
第
49
号　

行
方
市
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議 

案
第
50
号　

行
方
市
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

議 

案
第
51
号　

工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
北
浦
統

合
小
学
校
校
舎
新
築
工
事
（
建

築
工
事
））

議 

案
第
52
号　
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

議 

案
第
53
号　

平
成
27
年
度
行
方

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

議 

案
第
54
号　

平
成
26
年
度
行
方

市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

議 

案
第
55
号　

行
方
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

議 

案
第
56
号　

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

９会計は継続審査 ・一般会計�177 億 2,698 万円
・国民健康保険特別会計�52 億 10 万円
・介護保険特別会計�34 億 235 万円
・後期高齢者医療特別会計�2 億 9,904 万円
・農業集落排水事業特別会計�1 億 6,154 万円
・特定環境保全公共下水道事業特別会計�4 億 7,915 万円
・流域関連公共下水道事業特別会計�3 億 658 万円
・戸別浄化槽整備事業特別会計�9,424 万円
・水道事業会計�13 億 3,078 万円
※金額は歳出、１万円未満を四捨五入しています。

　平成 26 年度の一般会計、各特別会計
及び水道事業会計の決算は、議長及び議
会選出監査委員を除く 18 名で構成する
「決算特別委員会」が設置され審査を行
いました。
　また、決算特別委員会では、さらに２
つの分科会に分かれ、専門的かつ効果的
な審査が行われましたが、審議は継続と
なり、次回開催の第４回定例会で、審査
結果が報告される予定です。
　委員会での審査の内容は、採決の結果
と併せて、次号でお伝えします。

◆決算特別委員会（委員：18 名）
　委員長　宮内　守　副委員長　栗原　繁

◇第１分科会
　主査　宮内　正　副主査　土子浩正
　（�議会事務局・市長公室・総務部・会
計課・保健福祉部・教育委員会を審査）

◇第２分科会
　主査　小林　久　副主査　阿部孝太郎
　（�建設部・水道課・経済部・農業委員
会を審査）

議会費 1億 5,699 万円

総務費 23 億 8,803 万円

民生費 45 億 5,483 万円

衛生費 11 億 2,030 万円

農林水産業費 8億 7,631 万円

商工費 3億 6,317 万円

177億2,697万
7,478円

（前年度比7.5％減）

185億3,307万
1,821円

（前年度比7.3％減）

総務費
13.5％

民生費
25.7％

衛生費
6.3％

農林水産業費　4.9％
商工費　2.1％

議会費　0.9％

公債費
10.3％

教育費
17.1％

土木費
13.9％

消防費
4.7％

災害復旧費　0.6％

市税
19.9％

繰越金　4.5％

繰入金　4.4％

諸収入　2.3％

分担金及び負担金
0.8％

使用料及び手数料
0.8％

財産収入　0.3％
寄附金　0.1％

地方交付税
34.1％

国庫支出金
11.5％

市債
10.0％

県支出金
6.5％

ゴルフ場利用税交付金など　1.3％地方譲与税　1.4％
地方消費税交付金　2.1％

土木費 24 億 6,977 万円

消防費 8億 3,444 万円

教育費 30 億 3,068 万円

災害復旧費 1億 778 万円

公債費 18 億 2,469 万円

基金の状況
　一般会計� 54億4,463万円
　特別会計� 4億2,151万円

地方債の状況
　一般会計� 194億4,066万円
　特別会計� 57億6,650万円
　水道事業� 33億7,152万円
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島し
ま

田だ

幸さ
ち

子こ

　
（
三
和
６
３
９
番
地
）

邉へ

田た

美み

知ち

子こ

　
（
石
神
１
７
１
０
番
地
３
）

　

平
成
27
年
12
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
両

氏
を
推
薦
し
、
適
任
で
あ
る
と
答

申
し
ま
し
た
。

諮
問
・
人
事

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

宮み
や

内う
ち

淑よ
し

人ひ
と

　
（
小
高
９
０
５
番
地
２
）

　

�

任
期
：
平
成
27
年
12
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
11
月
30
日

　

平
成
27
年
11
月
30
日
で
、
永
峰

美
津
枝
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

農
業
委
員
の
推
薦

行
方
市
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦

報
告
第
13
号

　

公
用
車
運
転
中
に
起
こ
し
た
車

両
と
の
接
触
事
故
に
つ
い
て
、
損

害
賠
償
の
額
を
25
万
２
，
５
０
３

円
と
定
め
和
解
し
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

報　
　

告

専
決
処
分
の
報
告

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
行
方
市
議

会
と
し
て
、
３
名
を
推
薦
し
ま
し

た
。

小
お

澤
ざわ

悦
えつ

子
こ

（根小屋）谷
やつ

田
だ

清
きよ

子
こ

（荒宿） 大
おお

久
く

保
ぼ

正
しょう

一
いち

（小幡）

健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不

足
比
率
の
報
告

報
告
第
14
号

　

平
成
26
年
度
行
方
市
健
全
化
判

断
比
率
の
報
告

報
告
第
15
号

　

平
成
26
年
度
行
方
市
資
金
不
足

比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

行
方
市
の
数
値
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
国
の
定
め
た
「
早
期
健
全

化
基
準
」
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

条　
　

例

議
案
第
47
号

　

行
方
市
い
じ
め
問
題
再
調
査
委

員
会
条
例

　

現
在
、
行
方
市
い
じ
め
問
題
対

策
協
議
会
を
中
核
と
し
、
教
育
委

員
会
と
各
学
校
に
お
い
て
情
報
共

有
し
対
応
し
て
い
る
が
、
重
大
事

態
に
対
し
て
専
門
的
で
実
効
力
の

あ
る
事
後
の
対
応
を
す
る
た
め
新

た
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
５
人
以
内
、
任
期
２
年

議
案
第
48
号

　

行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

平
成
27
年
度
地
方
税
制
改
正
に

よ
り
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
一
部
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

・�

個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号

の
等
の
規
定
を
整
備

　

・�

た
ば
こ
税
（
旧
３
級
品
紙
巻

き
た
ば
こ
）
の
特
例
税
率
の

廃
止

議
案
第
49
号

　

行
方
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

社
会
保
障
・
税
番
号
の
導
入
に

係
る
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律（
番
号
法
）

の
施
行
に
伴
い
、
特
定
個
人
情
報

の
利
用
及
び
提
供
等
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

議
案
第
50
号

　

行
方
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

番
号
法
施
行
に
伴
い
、
通
知

カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
51
号

　

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
北
浦
統
合
小
学
校
校
舎

新
築
工
事
（
建
築
工
事
））

　

契
約
の
方
法

　
　

一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額

　
　
（�

変
更
前
14
億
６
，６
６
４
万
円
）

提
出
議
案
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（�

変
更
後
15
億
２
，３
８
８
万
円
）

契
約
の
相
手
方

　

�

常
総
・
髙
橋
・
藤
﨑
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

代
表
構
成
員

　

�

神
栖
市
賀
２
１
０
８
番
地
８

　

常
総
開
発
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

石
津
正
美

構
成
員

　

行
方
市
繁
昌
３
５
３
番
地
の
１

　

�

高
橋
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

高
橋
修
一

構
成
員

　

行
方
市
新
宮
７
４
５

　

藤
﨑
建
設
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

藤
﨑
政
行

工
期　

平
成
28
年
３
月
10
日

議
案
第
54
号

　

平
成
26
年
度
行
方
市
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ

り
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
１
億
３
，

０
６
９
万
６
，
１
５
７
円
の
う
ち
、

減
債
積
立
金
に
１
，
５
４
３
万
５
，

７
０
１
円
を
積
み
立
て
、
自
己
資

本
金
へ
１
億
１
，
５
２
６
万
４
５
６

円
を
組
み
入
れ
ま
し
た
。

議
案
第
55
号

　

行
方
市
道
路
の
認
定

・
路
線
名
：（
玉
）２
５
２
７
号
線

・
起　

点
：
玉
造
甲
３
３
４
４
番
地
先

・
終　

点
：
玉
造
甲
３
３
９
０
番
地
先

発
議
第
６
号

　

行
方
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

提
出
者
：
岡
田
晴
雄

　

提
出
賛
成
者
：
鈴
木　

裕
、

　
　

栗
原　

繁
、
宮
内　

正
、

　
　

小
林　

久
、
土
子
浩
正

　

近
年
の
男
女
共
同
参
画
の
状
況

に
か
ん
が
み
、
地
方
議
会
に
お
い

て
も
男
女
共
同
参
画
を
考
慮
し
た

議
会
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
会

議
へ
の
欠
席
に
関
す
る
規
定
の
一

部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

４�

．
各
種
税
制
の
廃
止
、
減
税
を

検
討
す
る
際
に
は
、
自
治
体
財

政
に
与
え
る
影
響
を
十
分
検
証

す
る
こ
と
。

５�

．
地
方
財
政
計
画
に
あ
る
「
歳

出
特
別
枠
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
は
、
自

治
体
の
財
政
運
営
に
不
可
欠
な

財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
行
水
準
を
確
保
す
る
こ

と
。

６�

．
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機

能
・
財
政
調
整
機
能
の
強
化
を

は
か
り
、
市
町
村
合
併
の
算
定

特
例
の
終
了
を
踏
ま
え
た
新
た

な
財
政
需
要
の
把
握
、
小
規
模

自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正

の
強
化
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

【
提
出
先
】

　

総
務
大
臣

発
議
第
８
号

　

教
育
厚
生
委
員
会
が
提
案
し
た

「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
が
可
決
さ
れ
、
国
の
機
関

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
（
一
部
要
約
）

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を

保
障
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
基
盤

意
見
書

発
議
第
７
号

　

総
務
委
員
会
が
提
案
し
た
「
地

方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
が
可
決
さ
れ
、
国
の
機

関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
（
一
部
要
約
）

　

２
０
１
６
年
度
の
政
府
予
算
、

地
方
財
政
は
、
歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充

実
、
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

政
府
に
以
下
の
事
項
の
実
現
を
求

め
ま
す
。

１�
．
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財

政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ

れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総

額
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

２�

．
急
増
す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
、
人
材
確
保
す
る
た

め
の
社
会
保
障
予
算
の
確
保
、

地
方
財
政
措
置
を
的
確
に
行
う

こ
と
。

３�

．復
興
に
か
か
る
財
源
措
置
は
、

復
興
集
中
期
間
終
了
後
も
継
続

す
る
こ
と
。

作
り
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
に
お

い
て
、
学
校
施
設
の
被
害
や
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
な
ど
教
育
の

早
期
復
興
の
た
め
の
予
算
措
置
、

早
期
の
学
校
施
設
の
復
旧
な
ど
政

府
と
し
て
人
的
・
物
的
な
援
助
や

財
政
的
な
支
援
に
継
続
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
教
育
予
算
を
国

全
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
確
保

･

充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事
項

を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望

す
る
。

１�

．
き
め
細
か
な
教
育
の
実
現
の

た
め
に
少
人
数
学
級
を
推
進
す

る
こ
と
。

２�

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
そ

の
根
幹
と
な
る
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ

と
。

３�

．
震
災
か
ら
の
教
育
復
興
の
た

め
の
予
算
措
置
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
。

【
提
出
先
】

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

文
部
科
学
大
臣
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財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

発
議
第
９
号

　

経
済
建
設
委
員
会
が
提
案
し
た

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

交
渉
に
お
い
て
農
林
水
産
分
野
の

重
要
５
品
目
な
ど
の
聖
域
の
確
保

を
最
優
先
し
、
交
渉
脱
退
も
含
め

衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に

お
け
る
国
会
決
議
を
遵
守
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
」
が
可
決
さ

れ
、
国
の
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

意
見
書
（
一
部
要
約
）

　

政
府
は
、「
米
、麦
、牛
肉
・
豚
肉
、

乳
製
品
、
甘
味
資
源
作
物
な
ど
の

農
林
水
産
物
の
重
要
品
目
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
再
生
産
可
能
と
な

る
よ
う
除
外
又
は
再
協
議
の
対
象

と
す
る
こ
と
」
と
し
た
国
会
決
議

を
遵
守
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
食
の
安
全
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条

項
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
や
、
い

の
ち
に
関
わ
る
重
要
課
題
に
つ
い

て
不
安
を
招
来
さ
せ
ぬ
よ
う
、
毅

然
と
し
た
交
渉
姿
勢
を
貫
き
通
す

べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
不

安
を
抱
い
て
い
る
全
国
の
農
業
者

に
対
し
、
懸
念
を
払
し
ょ
く
す
る

十
分
か
つ
明
確
な
説
明
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
下
記
の
と
お
り
対
応

さ
れ
る
よ
う
強
く
望
む
も
の
で
あ

る
。

１�

．
農
林
水
産
分
野
の
重
要
５
品

目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優

先
し
、
交
渉
脱
退
も
含
め
衆
参

両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に
お

け
る
国
会
決
議
を
遵
守
す
る
こ

と
。

２�

．
交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情
報

に
つ
い
て
、
国
民
に
十
分
な
情

報
開
示
を
行
う
こ
と
。

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
（
経
済
財
政
政
策
）

　

農
林
水
産
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣

　請願・陳情とは、市民が市政についての要
望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※�　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡
単に分かりやすく書いてください。
※�　提出年月日、提出者の住所、氏名を書い
て押印してください。
※�　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、
表紙に自筆による署名及び押印が必要です。
※�　紹介議員がつかないときは、陳情書とし
てください。
※�　道路等は簡単な地図、略図、図面等を付
けてください。

請願（陳情）書

紹介議員　　　
　署名　　　印

（表紙例）

○○○についての請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

平成　年　月　日
請願（陳情）者の住所
氏名　　　　　　　印

行方市議会議長　殿

（内容例）

～ 議会へ請願・陳情される方へ ～ どうなった　請願・陳情

採択となった請願

■地方財政の充実・強化を求める意見書に
ついての請願
【請願者】
　　全日本自治団体労働組合茨城県本部
　　　執行委員長　黒江正臣
　　自治労行方市職員組合
　　　執行委員長　山野泰之

■教育予算の拡充を求める請願
【請願者】
　　茨城県教職員組合　吉田　豊

■TPP（環太平洋連携協定）交渉に関する
請願書
【請願者】
　　なめがた農業協同組合
　　　代表理事組合長　中川治美


